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「数と式」について 

□（Ａ）指数を含む正の数と負の数の計算をすること、簡単な比例式や二次方程式を解く

ことなど、基本的な計算技能については定着しています。 

□（Ａ）数量の大小関係を不等式に表すことについて、正答率は半分に達しませんでした

が、全国との比較においてやや上回っています。 

□（Ｂ）計算の順序を入れ替えたときの計算結果を数学的に表現することについて、１種

類に偏らない表現ができており、全国と比較してもやや上回っています。 
 
「図形」について 

□（Ａ）半円を回転させることで球が構成されることや、多角形の内角の和の性質につい

てよく定着しており、全国と比較してもやや上回っています。 

■（Ａ）回転移動した図をかくことについて、昨年の平行移動の作図はおおむね満足でき

る正答率でしたが、今回は課題があります。    ＜「課題及び指導改善に向けて１」参照＞ 
 
「関数」について 

□（Ａ）座標平面上に点の位置を示すことについておおむね定着しており、全国と比較し

てもやや上回っています。 

■（Ａ）関数の変域では、与えられたグラフから xの変域に対応する yの変域を求めるこ

とにかなり課題があります。 
 
「資料の活用」について 

□（Ａ）最頻値が資料の中で最も多く出てくる値であるとの意味・理解についておおむね

定着しており、全国と比較してもやや上回っています。 

■（Ａ）確率の意味について、昨年の「同様に確からしいこと」の意味と同じようにかな

り課題があります。              ＜「課題及び指導改善に向けて２」参照＞ 

■（Ｂ）与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することについてかなり課

題があります。                ＜「課題及び指導改善に向けて３」参照＞ 
  
全体を通して 

□（Ａ・Ｂ）教科書に載っている例題のような問いを解く力は比較的定着しています。 

■（Ａ・Ｂ）数理の本質にかかわる内容や、説明することに比較的課題があります。また、

記述で答える問いについては無解答率も全国と同程度で課題があります。 

 

 

１ 調査問題Ａ４ ⑶（回転移動の問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

   回転移動した図形をかく問題で、合同

な図形をかくことはできるものの、問題

が意図する位置にかくことができていま

せん。昨年の平行移動に比べて移動の要

素が増えるため、必要な要素を正確に処

理しきれていないことがうかがえます。 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

   回転移動の意味・理解を深めることが
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大切です。移動に必要な要素（回転の中心、向き、角度）が増えても粘り強く正確に

処理することができるよう、一人一人の作図の検証を丁寧にする必要があります。 

 

２ 調査問題Ａ15 ⑴（確率の意味を問う問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

    １枚の硬貨を多数回投げたとき

の表が出る相対度数の変化の様子

から確率の意味を問う問題で、相

対度数が一定値に近付かないとす

る誤答が全国との比較でもやや上

回る程度に多くありました。これ

は、実際に試行した経験では、「ば

らつきが小さくなる」ほどの多数

回繰り返すまでには至っていない

ために、一定値に近付くと認識す

ることができていないことが考え

られます。 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

   昨年も「同様に確からしいことの意味」の理解について課題がありました。このよ

うな数学の本質的な理解を深めるために、具体的操作を伴った試行経験を引き続き大

切にしつつ、得られた結果について表やグラフにまとめ、そこから分かったことを数

学的に表現する活動を取り入れることが考えられます。そのうえで、確率の意味を実

感を伴って理解できるようにすることが大切です。 

 

３ 調査問題Ｂ５ ⑴（与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理する問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

   団体料金が通常料金の何％

引きか調べるために、与えられ

た表から必要な情報を選んで

立式する問題で、数値を「％」

で表すために割合に「×100」

をしていない誤答が全国と比

較してもやや多くありました。

ここから必要な条件を選択す

ることができても、「％」で表

すための的確な処理ができて

いないことがうかがえます。 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

   割合は、小学校で既習である

ものの、最も定着が難しい内容

の一つです。小・中学校の連携

を大切にし、生徒の実態把握に努めると共に、中学校の学びの中でも繰り返し扱う必

要があります。 

 

 


